
今月の主な内容
 

■ 大人としての門出を祝う …………………… �

■ レジ袋の無料配布が中止となります  ……… �

■ 個人住民税の公的年金からの

　　　　　特別徴収制度が始まります  ……… �
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町木／松 町花／セッコク

大人への第一歩
　新成人１８5人が大人への第一歩を踏み出しました。

　これまで見守り続けてくれた家族や恩師に感謝しな

がら、夢や希望に向かって自分の道を歩んでいくこと

を誓いました。
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大
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
う

 
大
人
と
し
て
の
門
出
を
祝
う

　
　
　
　
　

ー
第
六
十
回
松
島
町
成
人
式
ー

　

第
六
十
回
松
島
町
成
人
式
が
一

月
十
一
日
に
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
新
成
人
が
大
人
と
し
て
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
者
は
昭
和
六
十
三

年
四
月
二
日
か
ら
平
成
元
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
百
八
十
五

人
（
男
九
十
三
人
、
女
九
十
二
人
）

で
、
初
め
て
平
成
生
ま
れ
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
大
橋
町
長
が
「
成
人

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
社
会
に

対
し
責
任
と
義
務
を
負
う
と
と
も

に
権
利
も
得
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
の
言
動
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
一
人
ひ
と
り
が
ご
自
愛
さ

れ
て
精
進
し
、
家
族
を
愛
し
、
郷

土
や
社
会
に
貢
献
し
て
自
信
と
誇

り
を
持
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述

べ
、
新
成
人
を
激
励
し
ま
し
た
。

友
人
や
家
族
に
感
謝

▲ 二十歳の言葉を述べる油井さんと佐藤さん

　

新
成
人
を
代
表
し
て
油
井
一
也

さ
ん
と
佐
藤
好
美
さ
ん
は
「
こ
れ

ま
で
支
え
て
く
れ
た
友
人
や
家
族

に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

自
覚
と
責
任
を
持
っ
た
大
人
と
し

て
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
世
界
に
し
っ
か

り
と
目
を
向
け
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
の
か
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ど
ん

な
困
難
に
出
会
っ
て
も
堅
い
意
思

を
持
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
た
い

で
す
」
と
二
十
歳
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

▲ 思い出のスライドショーでは、なつかしい

　 写真に歓声があがりました

旧
友
と
笑
顔
で
再
会

　

会
場
で
は
、
色
と
り
ど
り
の 
袴 

は
か
ま

や
振
り
袖
姿
の
新
成
人
が
な
つ
か

し
い
友
人
や
恩
師
と
の
再
会
を
喜

び
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
近
況
を

報
告
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
列
席
し
た
保
護
者
の
皆

さ
ん
は
、
我
が
子
の
成
長
ぶ
り
を

改
め
て
実
感
し
感
無
量
の
よ
う
で

し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
「
思
い
出

の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
」
で
は
、
新

成
人
の
小
学
、
中
学
校
時
代
の
懐

か
し
い
写
真
が
映
し
出
さ
れ
、
当

時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
飛
び
出

し
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 凛々しい袴姿とスーツ姿の男性陣
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新成人にこれからの目標や

大人になった感想を伺いま

した。

右／佐藤好美さん（高城）

　自分の考えをしっかり持っ

た大人になるよう頑張ります。

左／鈴木里奈さん（高城）

　一つひとつの行動に責任を

持って行動できる大人になる

よう頑張ります。

佐々木寿宏さん

（本郷）

　もっと地域に目を向

けて、地域に貢献でき

る大人になりたいです。

油井一也さん（高城）

　きちんと税金を払え

る大人になりたいです。

まだお酒を飲んでいな

いので、お酒を飲みたい

です。

右／田代　綾さん（高城）

　就職が内定したので、仕事

を頑張りたいです。

左／児玉美穂さん（磯崎）

　お酒を飲むのが楽しみです。

藤澤大希さん（幡谷）

　今大学で学んでいるこ

とをしっかりと身につけ

て、これからの人生に活

かしていきたいです。

右／浅野有希さん（磯崎）

　就職先が決まったので、社会人、大人としての責

任を持ち、仕事を早く覚えられるように頑張りたい

です。

左／戸田亜愛さん（本郷）

　就職するので、仕事を頑張りたいです。
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トップニュース

消
防
団
の
決
意
を
新
た
に

　

平
成
二
十
一
年
の
幕
開
け
を
祝
う
町
民
新
年
会
が
、
一
月
九
日
に
ホ
テ
ル
松
島

大
観
荘
で
開
催
さ
れ
、
約
三
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

大
橋
町
長
は
年
頭
に
あ
た
り
「
町
民
の
誇
り
と
な
る
松
島
町
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
テ
ー
マ
に
、
防
災
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
観
光
の
三
つ
の
柱
を
中
心
に
町
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
町
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

そ
の
後
、

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
五
人
の
方
々
に
大
橋
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
て
櫻
井
昌
一
さ
ん
（
幡
谷
）
が
「
健
康
の
許
す
限
り

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

出
席
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
は
、
松
島
舞
踊
会
の
皆
さ
ん
の
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い

喜
び
の
舞
と
松
島
音
頭
を
観
賞
し
な
が
ら
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
ま

し
た
。

新
年
の
幕
開
け
を
祝
う

　
　
　
　
　

町
民
新
年
会

　

松
島
町
消
防
団
出
初
式
と
無
火
災
祈
願
祭
が
、
一
月
十
二
日
に
松
島
第
二
町
民

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
初
式
で
は
、 
凛 
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
江
戸
時
代
の
火
消
し
の
象
徴
で
あ
る

り
ん

 
纏 
を
先
頭
に
、
消
防
団
員
百
五
十
七
人
が
整
然
と
行
進
を
し
ま
し
た
。
観
閲
し
た

ま
と
い

大
橋
町
長
は
「
皆
さ
ん
の
頼
も
し
い
姿
を
拝
見
し
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
も

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め
精
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
団
員
へ
の
表
彰
と
新
入
団

に
よ
る
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
団
員
十
人
を
代
表
し
て
第
二
分
団
の
内

海
松
二
さ
ん
は
「
松
島
の
自
然
と
歴
史
的
建
造
物
を
守
る
た
め
頑
張
り
ま
す
」
と
、

力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

▲

 

力
強
く
宣
誓
を
す
る
内
海
さ
ん

▲ 
威
勢
の
よ
い
纏
振
り

▲

 

謝
辞
を
述
べ
る
櫻
井
さ
ん

▲ 
新
年
を
祝
い
杯
を
か
わ
す
町
民
の
皆
さ
ん
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ロ
シ
ア
連
邦
の
連
邦
院
（
上
院
）
の
セ
ル
ゲ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ミ
ロ
ノ

フ
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
議
員
や
連
邦
政
府
幹
部
約
三
十
人
が
、
一
月
十
六
日
に

松
島
町
を
訪
問
し
、
大
橋
町
長
と
会
談
し
ま
し
た
。

　

ミ
ロ
ノ
フ
議
長
は
、
遊
覧
船
で
松
島
湾
を
一
周
。
湾
内
に
浮
か
ぶ
島
々
の
由
来

を
尋
ね
た
り
カ
メ
ラ
に
収
め
、「
素
晴
ら
し
い
景
色
で
す
ね
」と
感
想
を
話
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
瑞
巌
寺
を
訪
問
し
、
僧
侶
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
熱
心
に
見

学
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
行
は
、
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
た
帰
路
に
来
日
し
た
も
の
で
、
近
年
ロ
シ
ア
と
経

済
・
文
化
面
で
交
流
を
深
め
て
い
る
宮
城
県
を
訪
問
し
、
村
井
宮
城
県
知
事
や
高

橋
長
偉
県
議
会
議
長
ら
と
の
会
談
や
東
北
大
学
を
視
察
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
連
邦
院
議
長
が
来
町

　

町
で
は
、
松
島
へ
訪
れ
た
観
光
客
が
安
心
し
て
観
光
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
人
が
集
ま
る
交
差
点
な
ど
九
箇
所
に
観
光
案
内
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

観
光
案
内
板
は
地
図
が
あ
り
駅
や
観
光
施
設
、
指
定
避
難
場
所
、
駐
車
場
な
ど

の
位
置
が
、
英
語
や
ハ
ン
グ
ル
語
、
中
国
語
な
ど
五
カ
国
語
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
眺
望
地
や
観
光
施
設
な
ど
の
方
向
と
距
離
も
表
記
さ
れ
て
お
り
、
不
案

内
な
観
光
客
に
も
わ
か
り
や
す
い
案
内
板
で
す
。

　

ま
た
、
松
島
駅
前
に
は
日
本
語
を
は
じ
め
英
語
、
中
国
語
二
種
、
ハ
ン
グ
ル
語
、

ロ
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
の
八
カ
国
語
で
、
訪
れ
た
観
光
客
へ
の
歓

迎
の
気
持
ち
を
表
す
歓
迎
塔
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

観
光
案
内
板
を
整
備

▲ 
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
整
備
さ
れ
た
観
光

案
内
板

▲

  

松
島
駅
前
に
あ
る
歓
迎
塔

▲

か
も
め
に
え
さ
を
与
え
る
ミ
ロ
ノ
フ
議
長

▲

 

瑞
巌
寺
を
見
学
す
る
一
行
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十
二
月
二
十
日
に
松
島
町
職
工
組
合
青
年

部
（
白
戸
和
也
部
長
）
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
、

光
陽
台
児
童
遊
園
と
根
廻
児
童
公
園
の
二
ヵ

所
の
看
板
の
ペ
ン
キ
の
塗
り
替
え
を
し
ま
し

た
。

　

職
工
組
合
青
年
部
の
皆
さ
ん
は
、
毎
年
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保
育
所
や
公
共
施
設
の
修

繕
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
子
ど
も
た
ち

が
安
全
で
快
適
に
遊
べ
る
よ
う
に
と
、
さ
び

て
い
た
看
板
の
塗
り
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

看
板
は
職
人
さ
ん
の
腕
に
よ
り
見
違
え
る
く

ら
い
に
き
れ
い
に
塗
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

職
工
組
合
青
年
部
が

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

▲ 看板の塗り替えを行った青年部の皆さん

　

一
月
十
五
日
に
松
島
海
岸
中
央
広
場
で
東

日
本
放
送
制
作
の
テ
レ
ビ
番
組
「
マ
マ
ド
ル

＆
グ
ッ
チ
裕
三  
�
お
し
ゃ
べ
り
グ
ル
メ
旅
」

の
ロ
ケ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
料
理
上
手
で
知
ら
れ
る

グ
ッ
チ
裕
三
さ
ん
が
、
榊
原
郁
恵
、
小
川
菜

摘
、
松
本
伊
代
の
「
マ
マ
ド
ル
」
三
人
を
案
内

し
仙
台－

塩
竃－

松
島
を
旅
す
る
番
組
で
す
。

　

こ
の
日
の
ロ
ケ
で
は
、
グ
ッ
チ
裕
三
さ
ん

が
料
理
の
腕
を
発
揮
し
て
鍋
料
理
を
披
露
。

仙
台
白
菜
ほ
か
宮
城
の
食
材
に
マ
ル
秘
調
味

料
を
使
っ
た
鍋
料
理
を
味
わ
っ
た
マ
マ
ド
ル

た
ち
は
「
た
っ
ぷ
り
入
っ
た
大
根
お
ろ
し
が

雪
の
よ
う
で
冬
の
松
島
に
ピ
ッ
タ
リ
。
体
も

温
ま
る
し
お
い
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
模
様
は
二
月
二
十
八
日
午
後
四
時
か

ら
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
全
国
二
十
四
局
で
放
送

さ
れ
ま
す
。

▲ 自慢の腕を披露するグッチ裕三さん

（
一
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
丹
野
は
ぎ
の
さ
ん
（
磯
崎
）

白
寿
お
め
で
と
う

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
リ
ソ
ル
松
島
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
は
、
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
第
四
回
の
リ
ー
グ
戦
が
終
了
し
、

第
二
町
民
体
育
館
で
、
毎
週
水
曜
日
に
各

チ
ー
ム
合
同
に
よ
る
練
習
試
合
を
行
っ
て
い

ま
す
。
体
験
会
も
兼
ね
た
練
習
試
合
に
は
、

五
十
代
の
方
や
女
性
、
高
校
生
な
ど
老
若
男

女
が
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
運
営
委
員
会
の
樫
崎
希

之
さ
ん
は
「
未
経
験
者
で
も
経
験
者
チ
ー
ム

に
勝
て
る
の
が
フ
ッ
ト
サ
ル
の 
醍 

だ
い 

醐 ご 
味 
。
職

み

場
の
仲
間
同
士
や
フ
リ
ー
で
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

マ
リ
ソ
ル
松
島
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ　

�
（
３
５
４
）
６
７
９
７

フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
開
催
中

▲ 女性も大活躍しています

（
一
月
の
敬
老
祝
い
金
贈
呈
者
）

◆
菅
原
よ
し
子
さ
ん
（
手
樽
）

◆
村
松　

万
蔵
さ
ん
（
本
郷
）

◆
土
井　

登
代
さ
ん
（
手
樽
）

◆
淺
野　

満
雄
さ
ん
（
高
城
）

◆
赤
間
ツ
ト
セ
さ
ん
（
高
城
）

◆
久
光
と
し
の
さ
ん
（
高
城
）

米
寿
お
め
で
と
う

　

県
内
の
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
七
チ
ー

ム
が
対
戦
す
る
ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ー
グ
が
一
月

十
八
日
か
ら
開
幕
し
ま
し
た
。
松
島
か
ら
は

マ
リ
ソ
ル
松
島
が
参
戦
し
、
二
月
八
日
午
後

一
時
三
十
分
よ
り
県
サ
ッ
カ
ー
場
Ｂ
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
塩
釜
Ｆ
Ｃ
ヴ
ィ
ー
ゼ
と
対
戦
し
ま
す
。

過
去
二
回
の
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
マ
リ
ソ

ル
松
島
。
我
ら
が
町
、
我
ら
が
チ
ー
ム
の
応

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

マ
リ
ソ
ル
松
島
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ　

�
（
３
５
４
）
６
７
９
７

第
三
回

　

ウ
ィ
ン
タ
ー
リ
ー
グ
開
幕
中

「 
秘 
お
し
ゃ
べ
り
グ
ル
メ
旅
」

　
　
　
　
　
　

ロ
ケ
収
録
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一
月
十
二
日
に
松
島
第
二
町
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
出
初
式
の
席
上
で
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

松
島
町
長
表
彰

表
彰
状　

金
森
由
敏
（
第
三
）、
小
笠
原
浩
（
第
三
）、

渡
邊
直
樹
（
第
六
）、
遠
藤
真
二
（
第
六
）

宮
城
県
消
防
協
会
塩
釜
地
区
支
部
長
表
彰

表
彰
状　

内
海
邦
宏
（
第
二
）、
山
崎
辰
男
（
第
六
）、

内
海
松
巳
（
第
二
）、
渡
邊
浩
行
（
第
二
）、

大
沼
秀
雄
（
第
六
）、
千
葉
光
晴
（
第
二
）、

岩
本
勝
治
（
第
二
）

宮
城
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章　

佐
々
慎
一
（
第
五
）、
大
友
利
一
（
第
五
）

永
年
勤
続
章　

樋
口
富
雄
（
第
三
）、
千
葉　

健
（
第
六
）、

近
藤
幸
一
（
第
六
）、
千
葉
浩
美
（
第
六
）、

消
防
団
表
彰

　

一
月
九
日
に
行
わ
れ
た
平
成
二
十
一
年
松

島
町
町
民
新
年
会
の
席
上
で
、
善
行
者
・
功

労
者
と
し
て
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

千
葉
泰
子
さ
ん
（
高
城
）

　

平
成
十
年
か
ら
今
日
ま
で
、
高
城
地
区
に

お
い
て
ゴ
ミ
の
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
集

積
所
へ
の
ゴ
ミ
の
出
し
方
を
指
導
し
、
地
域

の
環
境
美
化
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
善
行
者
・
功
労

者
表
彰

▲ 千葉さん

赤
間
静
子
さ
ん
（
初
原
）

　

大
和
・
松
島
線
簡
易
駐
車
場
に
お
い
て
、

開
設
以
来
、
毎
日
空
き
缶
や
ゴ
ミ
拾
い
、
水

飲
み
場
周
辺
の
清
掃
を
行
い
、
通
勤
通
学
者

や
観
光
客
か
ら
喜
ば
れ
、
地
域
の
環
境
美
化

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 赤間さん

菅
原
喜
久
栄
さ
ん
（
手
樽
）

　

永
年
、
書
道
教
室
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続

け
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
人
を
指

導
し
、
教
室
は
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と

な
り
、
教
育
学
芸
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

▲ 菅原さん

池
田
成
雄
さ
ん
（
手
樽
）

　

永
年
、
防
犯
灯
や
集
会
所
な
ど
の
修
理
を

率
先
し
て
行
い
、
左
坂
支
館
の
建
設
に
尽
力

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
発
展
に
多
大
な
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 池田さん

櫻
井
昌
一
さ
ん
（
幡
谷
）

　

地
域
の
花
壇
の
手
入
れ
を
率
先
し
て
行
い
、

学
校
田
で
の
稲
作
、
農
園
で
の
野
菜
の
生
育

管
理
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
環
境
緑
化
を
は

じ
め
、
多
岐
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 櫻井さん

丹
野
市
郎
（
第
五
）、
鈴
木
正
行
（
第
五
）、

只
木
忠
治
（
第
五
）

勤
続
章  

内
海
邦
宏
（
第
二
）、
山
崎
辰
男
（
第
六
）、

内
海
松
巳
（
第
二
）、
渡
邊
浩
行
（
第
二
）、

大
沼
秀
雄
（
第
六
）、
岸　

利
美
（
第
六
）、

千
葉
光
晴
（
第
二
）、
岩
本
勝
治
（
第
二
）

表
彰
状　

松
谷
晃
二
（
第
一
）、
大
友
敏
光
（
第
一
）、

大
友
宏
之
（
第
一
）、
高
橋
征
信
（
第
三
）、

木
村
俊
光
（
第
六
）

自
治
体
消
防
六
十
周
年
記
念
特
別
表
彰

表
彰
状　
　

櫻
井　

仁
（
本
部
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章　
　

櫻
井　

仁
（
本
部
）

精
績
章　
　

石
川
征
一
（
第
一
）

勤
続
章　

山
崎
修
一
（
本
部
）、
熊
谷
喜
美
男
（
第
二
）、

土
井
雅
由
（
第
四
）、
石
森　

實
（
第
一
）

宮
城
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
章　

樋
口
富
雄
（
第
三
）、
千
葉
健
（
第
六
）、

近
藤
幸
一
（
第
六
）、
千
葉
浩
美
（
第
六
）、

丹
野
市
郎
（
第
五
）、
鈴
木
正
行
（
第
五
）、

只
木
忠
治
（
第
五
）

自
治
体
消
防
六
十
周
年
記
念
表
彰（
宮
城
県
）

表
彰
状　
　

熊
谷
喜
美
男
（
第
二
）

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　
　

丹
野
信
男
（
第
五
）

永
年
勤
続
消
防
団
員
夫
人
に
対
す
る
感
謝
状

山
崎
光
子
、
熊
谷
孝
子
、
土
井
宣
子
、

石
森
つ
よ
み
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松
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
鈴
木
満
雄
会
長
）
が
主
催
す

る
第
十
五
回
松
島
町
老
人
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
優
勝
大
会
が
、
十
一

月
十
日
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
選
を
通
過
し
た
四
チ
ー
ム

で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ

れ
、
接
戦
の
末
、
本
郷
老
人
ク

ラ
ブ
（
内
海
義
雄
会
長
）
が
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。
本
郷
老
人

ク
ラ
ブ
は
第
五
回
大
会
以
来
、

二
回
目
の
優
勝
と
な

り
ま
し
た
。

　

内
海
会
長
は
「
前

回
優
勝
の
強
豪
幡
谷

老
人
ク
ラ
ブ
を
破
っ

て
の
勝
利
で
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
が
一

丸
と
な
っ
て
戦
っ
た

結
果
で
、
と
て
も
嬉

し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

老人ゲートボール

優勝大会で

本郷チームが優勝

▲ 優勝した本郷チームの皆さん

水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

入
団
体
験
会

　

四
月
か
ら
何
か
ス
ポ
ー
ツ
を

始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
小
学

生
、
新
入
学
生
の
皆
さ
ん
、
体

験
会
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
、
当
日
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。

●
日
時　

二
月
七
日　

、
二
月

（土）

十
四
日　

、
二
月
二
十
一
日　

、

（土）

（土）

二
月
二
十
八
日　
　

午
後
四
時

（土）

三
十
分
〜
午
後
五
時
三
十
分

●
場
所　

温
水
プ
ー
ル

●
対
象　

幼
稚
園
・
保
育
所
の

年
長
児
（
四
月
か
ら
小
学
一
年
生
）、

小
学
一
年
生
〜
小
学
五
年
生

●
集
合　

午
後
四
時
十
分

●
持
ち
物　

水
着
、
プ
ー
ル
キ

ャ
ッ
プ
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
ゴ
ー

グ
ル
（
持
っ
て
い
る
人
）

●
問
い
合
わ
せ　

阿
部

�
（
３
５
４
）
３
７
８
８

賢い消費者になるために ～消費生活ＰＲコーナー～

「振り込め 詐  欺 」被害に遭わないために
さ ぎ

　定額給付金の給付をよそおった「振り込め詐欺」

や「個人情報の詐取」にご注意ください！

　政府・与党において決定された「定額給付金」に

ついては、各市町村から皆様へのご連絡や給付はま

だ始まっていません。
ご自宅や職場などに市町村や総務省（の職員）などを

かたった電話がかかってきたり、郵便が届いたら、迷

わず、役場や最寄りの警察署（または警察相談電話（♯

９１１０））にご連絡ください。

●相談日 /毎週火・木曜日　午前９時～午後４時 30分

●相談窓口 /産業観光課商工観光班　消費生活相談員

　�（３５４）５７０８

※毎月第１火曜日（午前１０時～午後３時）は勤労青少

　年ホームで相談を受け付けます。

○市町村や総務省などが、ＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払

　機）の操作をお願いすることは絶対にありません。

○ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶

　対にできません。

○市町村や総務省などが、「定額給付金」の給付のために、手数料など

　の振込を求めることは絶対にありません。

○給付手続開始前に、市町村や総務省などが住民の皆さんの世帯構成や

　銀行口座番号などの個人情報を照会することは、絶対にありません。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
体
験
会

●
日
時　

二
月
十
四
日　
（土）

午
前
十
時
〜
正
午

●
場
所　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、

運
動
靴
、
帽
子
、
飲
み
物
な
ど

●
参
加
費　

五
百
円

●
締
切　

二
月
十
日　
（火）

●
問
い
合
わ
せ　

野
外
活
動
セ
ン

タ
ー　

�
（
３
５
３
）
３
９
１
０
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　東京の小さな離島が津波で壊

滅した。生き残った 5人のうちの

幼なじみの信之･輔･美花はある

秘密を抱えたまま、別 に々成長す

る。20 年後、過去を封印してきた

信之は運命の糸に 手  繰 りよせら
た ぐ

れ、輔と再会した。

　家庭内暴力など社会の「影」を

浮き彫りに、愛に飢えた哀しい人

間たちに「光」とは？

今月の図書

「黒の狩人（上 ･下）」
大沢在昌 著

「純棘」　　　　　   五條　瑛 著 
「役に立たない日 」々  佐野洋子 著
「東天の獅子 （一）  」 

夢枕　獏 著
「忍びの国」　　　　 和田   竜 著

2 月のおはなし会

今月のお話し会はお休みです。

2月 22 日（日）中央公民館

松っ子まつり で待ってます♪

●話題の本●

「 光 」
三浦しをん   著

図　書　室

○平　日　　　９：00～ 17：00
○土・日・祝日　10：00～16：00
○休館日　　　月曜日
　月曜日が祝日の場合は翌日
○問い合わせ
　勤労青少年ホーム�（354）4036

　

平
成
二
十
一
年
度
に
運
動
公

園
内
施
設
（
温
水
プ
ー
ル
は
除

く
）
並
び
に
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
利
用
さ
れ
る
団
体
の
利
用
日

程
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
の

代
表
者
は
会
議
に
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

二
月
十
八
日（
水
）　

午
後
七
時
〜

●
場
所  
松
島
町
温
水
プ
ー
ル

「
美
遊
」
ス
タ
ジ
オ

●
問
い
合
わ
せ　

松
島
町
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

�
（
３
５
４
）
４
４
８
５

松島町松島町
温水プール温水プール ＮＥＷＳＮＥＷＳ

2 月のトレーニングジム登録講習会
　トレーニングジムを利用するには、講習会受講が必要です。（高校生以上）

 

　　　　　１０日（火）午後 1時 30 分～　13日（金）午後 7時～

　　　　　１４日（土）午後 6時 30 分～　17日（火）午前１０時 30分～

　　　　　２１日（土）午後 6時 30 分～　22日（日）午前１０時 30分～
 

  　受付は電話でも仮受付しますが、本受付は温水プールで直接行います。

申請の際は、３ヵ月以内に写した本人の写真（縦３ cm×横２.５cm）２枚を

ご持参願います。なお、各時間帯の受講者数は 概 ね１０人（先着順）です。
おおむ

　講習会時は上靴と運動ができる服装をご持参ください。

2 月の休館日
2 月 2 日（月）、9日（月）、16 日（月）、23 日（月）

●問い合わせ　スポーツ振興センター 　�（３５４）４４８５

温水プール無料開放日のお知らせ
　小学生を対象としたプール無料開放を行います。プールでおもいっ

きり身体を動かそう。

　2月8日（日）午前10時～午後9時  夜間は保護者同伴で来館ください。

平
成
二
十
一
年
度
松
島
運
動

公
園
内
施
設
並
び
に
町
民
グ

ラ
ウ
ン
ド
団
体
利
用
者
調
整

会
議
の
お
知
ら
せ

美遊号発進 !!

　運動公園及び温水プール美遊をご利用の方の帰宅時専用臨時便を１月から試験

運行しています。どうぞご利用ください。

　●運行日　３月１８日までの毎週水曜日

　●コース

　　松島町営バス「松島西線」「北松島線」のコースを中心としたコースです

　●出発時間　北松島線コース　午前１１時 30分（温水プール玄関前出発）

　　　　　　　松島西線コース　午後   0 時 30 分（温水プール玄関前出発）

　●利用料　無料

　　（但し運動公園内施設及び温水プールに来館していただいた方に限ります）

　●その他

　　今回の臨時便は利用者（来館していただいた方）が指定する停留所以外には停

　　留しません。
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予備自衛官補（一般公募）（技能公募）

●受付期間　４月１３日まで

●受験資格　

（一般公募）１８歳以上 34歳未満の方

（技能公募）１８歳以上の方で次の国

家資格を有する方（衛生・語学・整備・

情報処理・通信・電気・建設）

※細部はお問い合わせください。

●試験　４月１８日（土）、１９日（日）、

　２０日（月）のいずれか１日

●問い合わせ　自衛隊宮城地方協力

　本部石巻地域事務所

　�０２２５（８３）６７８９

� 366-2385塩釜市本町 8-2皆川歯科医院2月8日（日）

� 366-6400多賀城市町前三丁目1-17はぎわら歯科医院2月11日（祝）

� 362-2822多賀城市大代 1-1-38おおしろ歯科クリニック2月15日（日）

� 767-6480利府町菅谷台三丁目 7-1すがや台歯科医院2月22日（日）

� 362-0633塩釜市宮町 1-9目黒歯科医院3月1日（日）

� 366-4712塩釜市佐浦町 13-22熊谷歯科口腔外科クリニック3月8日（日）

　　歯歯科休日診療科休日診療 （受付：午前９時～午後３時）

●日時　� 2 月 22 日（日）午後１

　時～午後４時　� 3 月 15 日（日）

　午前９時３０分～午前１１時３０分

●場所　�石巻市河北総合センター

　「ビッグバン」　�宮城県母子福祉

　センター　

●対象　県内の母子家庭の母・寡婦

　２０人

●託児　３歳～小学２年生まで

　　　　（要予約）

●個別相談　�先着順　講座終了後

　４人（要予約）

●申込み　講座の２日前午後４時ま

　で

●申込み・問い合わせ　宮城県母子

　福祉センター　�（２９５）００１３

母子家庭等就職支援セミナー

　松島町農業委員会主催による農家

相談会を開催します。農地等に関す

ることでお悩みの方は、是非ご参加

ください。

●日時　2月 9日（月）～１０日（火）

　午前１０時～午後３時

●場所　中央公民館

●相談項目　農地の所有権移転、農

　業者年金等について

●問い合わせ　農業委員会事務局　

　�（３５４）５７０７

農家相談会の開催について

●日時　２月２３日（月）

　午前１０時～午後３時

●場所　塩釜商工会議所

●問い合わせ　東北税理士会塩釜支

　部　�（３６４）６５５２

税理士による無料税金相談

自衛官募集

　３月１日（日）から３月７日（土）ま

での一週間、全国一斉に春の火災予

防運動が行われます。

　これから春先にかけて強い風が吹

き、空気も乾燥し、火災の発生しやす

い時季となりますので、火の取扱い

などには十分ご注意ください。

　消防署では、随時、町内会などを訪

れ、防火防災についての防火座談会

を実施していますので、お気軽に申

込ください。

　平成１８年６月１日から全世帯に

住宅用火災警報器の設置が義務づけ

られましたので、まだ設置していな

いご家庭は早期の設置をお願いしま

す。

　なお、各消防署には住宅用火災警

報器の相談窓口を設置しており、取

り付け場所や注意点など、様々な質

問にお答えしています。

●問い合わせ　松島消防署

　�（３５４）４２２６

春の火災予防運動

●日時　①２月２３日（月）②３月９

　日（月）　午前１０時３０分～正午

●場所　中央公民館

●講師　①ジェイミー・ローゼンバ

　ーグ（アメリカ出身）②セーラ・ド

　ハティ（イギリス出身）

　それぞれご自身のお国の話を英語

　で話してくださることになってい

　ます。参加ご希望の方は事務局ま

　でお申込みください。

●問い合わせ　松島善意通訳者の会

　事務局　�（３５４）３６７８（大浦）

松島善意通訳者の会
English Saion（英語サロン）開催

　秘密は厳守し、専門のアドバイ

ザーが無料で相談に応じます。

●日時　２月１４日（土）～２月１６日

　（月）午前１０時～午後５時

●無料電話　� 0120（154）052

●問い合わせ　日本労働組合総連合

　会宮城県連合会  � 0120（154）052

働く人のための

「何でも労働相談ダイヤル」

シルバーだより

U022
長方形
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国民健康保険
高齢受給者証交付について

お知らせ�

　町税は、便利で忘れない、しかも安

心な口座振替を利用しましょう。

今月の納税

●納期　３月２日（月）

●国民健康保険税　１１期

●特別徴収の方は、２月分の年金天

　引きによるお支払いです。

●問い合わせ

　課税については税務班

　�（３５４）５７０３

　納付については特別滞納整理室　

　�（３５４）５９１３

�ホームヘルパー２級課程

�マイクロソフト「エクセル」スペ

　シャリストレベル

●日時　�４月５日～１０月１１日（各

　日曜日１７日間：平日実習４～５日

　間）午前９時～午後４時（午後５

　時までの日もあり）

　�４月１２日～７月１２日（各日曜

　日１２日間）午前９時～午後４時

●場所　�宮城県母子福祉センター

　�パソコンプラザせんだい東口校

●対象　�、�県内（仙台市を除く）

　の母子家庭の母及び寡婦で全日程

　受講可能な方　�パソコンで文字

　入力ができる方

●定員　�３０人　�１０人

●費用　受講料無料、教材費等は実費

●託児　�３歳以上小学２年生まで

　�なし

●申込方法　往復はがきに講習名と

　住所、氏名、電話番号を記入して

　２月２０日（必着）までに申込み。

●申込み・問い合わせ　（財）宮城県

　母子福祉連合会 〒９８３－０８３２ 仙台市

　宮城野区安養寺3－7－3 �（２５６）６５１２

納税は口座振替で�

母子家庭等就業支援講習会

人権なんでも相談・行政相談・
消費生活相談合同相談所

●日時　2月 3日（火）、3月 3日（火）

　　　　午前１０時～午後３時

●場所　勤労青少年ホーム

●相談担当者　人権擁護委員・行政

　相談委員・消費生活相談員

●問い合わせ

　町民福祉課福祉班　�（３５４）５７０６

　企画調整課　�（３５４）５７０２

　産業観光課商工観光班　�（３５４）５７０８

　町では、ハローワーク塩釜と連携

し、相談窓口を開設しています。　

●受付時間　午前 8時 30 分～午後

　5時 15 分　

●相談内容　雇用関係各相談窓口の

　紹介

●問い合わせ　産業観光課商工観光

　班　�（354）5708

緊急雇用相談窓口

　国民健康保険加入者で今月（２月

２日～３月１日生まれ）で７０歳にな

る方へ高齢受給者証（３月１日から

適用）を郵送します。

●発送日　２月 23日（月）

●問い合わせ　町民福祉課町民サー

　ビス班　�（３５４）５７０５

軽自動車の名義変更・廃車
手続き及び車検はお早めに！
３月の協会の窓口は大変混雑
します

　名義変更や廃車手続きはできる限

り早期に済ませるようお願いします。

また、３月は車検も大変混雑します。

継続検査は、検査の有効期間が切れ

る１ヵ月前から受けても期間が短く

なることはありませんので、早めに

受検するようお願いします。

●受付時間　午前８時４５分～午前

　１１時４５分、午後１時～午後４時

●問い合わせ　テレホンサービス　

　�（２３８）５５６６、軽自動車検査協会宮

　城主管事務所　�（２８４）１３６８

自動車の登録・検査の
手続きはお早めに

　自動車の登録・検査手続きは、毎年

３月に集中し、窓口や車検場が大変

混雑します。名義変更や住所変更、廃

車、車検などの手続きは、できるだけ

早めに済ませていただくようお願い

します。

●問い合わせ　東北運輸局宮城運輸

　支局　登録関係　０５０（５５４０）２０１１、

　検査関係　�（２３５）２５１３

－刃渡り 5.5 センチメートル以上の

　剣の所持禁止ー

【規制の内容】　法令に基づき職務

のため所持する場合を除き、刃渡り

5.5 センチメートル以上の剣の所持

が禁止されました。

【剣とは】柄を付けて用いる左右均

整の形状をした諸刃の鋼質性の刃物

であって、先端部が著しく鋭く、本

来殺傷の用具としての機能を有する

もの。

【所持している方は】必ず警察署に

廃棄処分を依頼するか、問い合わせ

てください。平成２１年７月４日ま

でに措置すれば、罪に問われません。

（平成２１年１月５日から所持することはできません）

●問い合わせ

　塩釜警察署　�（３６２）４１４１

銃刀法が改正されました

（１月５日施行）

●日時　毎月第２・第４木曜日

　２月１２日（木）、２月２６日（木）

　午前１０時から正午まで　

●場所　塩釜保健所　

●問い合わせ　塩釜保健所

　�（３６３）５５０５

犬・猫引き取り日
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松島町議会会議録の閲覧について

　議会情報の公開推進のため、定例会・臨時会の議会

会議録の閲覧場所を増設しました。議会事務局以外

に次の施設等の見やすいコーナーに設置しています。

�役場１階、町民の室

�勤労青少年ホーム図書室

�中央公民館

�保健福祉センター

�品井沼農村環境改善センター

定例会・臨時会終了後に随時更新していく予定です。

●問い合わせ　議会事務局　�（３５４）５７１２

塩釜税務署からのお知らせ

　所得税（譲渡所得を含む）・消費税及び地方消費

税・贈与税の確定申告書作成会場を塩釜商工会議

所３階大ホール（塩釜市尾島町１７－１８）に開設し

ています。

●開設日時　2月 2日（月）～ 3月 16 日（月）　

　（平日のみ）午前９時～午後４時

　開設期間中は、塩釜税務署内には確定申告書作

　成会場を開設していませんので、ご注意くださ

　い。

　申告と納税の期限は、所得税・贈与税は３月１６

　日（月）まで、消費税及び地方消費税は３月３１

　日（火）までです。期限間近になりますと大変

　混雑しますので、お早めに。

●問い合わせ　塩釜税務署　�（３６２）２１５１

　　確定申告に関する一般的な質問は、電話相談

　センターにつなぎます。音声案内に従い「０番」

　を選択してください。電話相談センターには、

　東北税理士会の会員税理士にも従事していただ

　いています。

第３回「松島検定」のお知らせ
●日時　２月２６日（木）午前１０時～正午

●会場　松島中央公民館・大ホール

●検定方法　①解答時間　６０分間　②設問５０問全問

　四択問題　番号で解答する。

●合格認定等　①４０問以上正解した方を合格とし「認

　定証」を授与します。②受検・認定とも無料です。

●申込締切　２月２０日（金）まで

●申込方法　氏名（ふりがな）、住所、年齢（性別）、

　電話番号と明記し、郵送またはファクスで申込みく

　ださい。また、役場産業観光課に申込用紙がありま

　すので、ご利用ください。

●申し込み・問い合わせ　（社）松島観光協会

　�（３５４）２６１８　FAX（３５４）６１９６

老齢年金を受給されている方へ ～源泉徴収票が送付されます～

　厚生年金保険、国民年金等の老齢又は退職を支給事由とする年金を受け取っている皆様に、平成２０年中に

支払われた年金の金額や源泉徴収された所得税額等をお知らせする「平成２０年分公的年金等の源泉徴収票」

が、１月末までに社会保険業務センターから送付されます。

　「公的年金等の源泉徴収票」は、所得税の確定申告をする際の添付書類として必要になりますので大切に保

管してください。
 

〈次のような方は確定申告が必要になります〉

・２つ以上の年金の支払者に対して扶養親族等申告書を提出している方

・年金以外にも給与等の所得がある方

・社会保険料控除、医療費控除、生命保険料控除などを受けようとする方
 

　万が一、源泉徴収票を無くされた場合は「ねんきんダイヤル」（０５７０－０５－１１６５）にお問い合わせください。

なお、お問い合わせの際は年金証書の基礎年金番号・年金コードをご用意願います。
 

※遺族年金、障害年金については、課税の対象となっていませんので源泉徴収票は送付されません。

※年の途中でお亡くなりになった方の源泉徴収票は送付されませんので、必要な場合はお問い合わせくだ

　さい。

●問い合わせ　ねんきんダイヤル　�（0570 － 05 － 1165）

松島の四季写真コンテスト表彰式
●期日　２月２１日（土）

●場所　松島センチュリーホテル

●審査結果発表　２月９日（月）

　ウイザスブログとミニコミ紙ぶんぶんブログで

結果を発表します。

●問い合わせ　野外活動センター　�（３５３）３９１０
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２月２日（月）から塩竈市，多賀城市，宮城郡，黒川郡内の一部小売店舗で 

レジ袋の無料配布が中止となります
　小売業者等・住民団体等・関係市町村・県が締結した「みやぎレジ袋使用削減取組協定」に基づき、下記

のとおり県内の一部小売店舗でレジ袋の無料配布が中止となります。   

　松島町では、今後、商工会等と連携し町内の小売店舗へ協定内容の説明をしながら協力店舗を募集して参

ります。   

　身近にできるエコな取組、買い物の際のマイバッグ持参に御協力をお願いします。

１．レジ袋の有償提供による取組を実施する小売業者

所　在　地店　舗　名小売業者名

多賀城市
富谷町
利府町
塩竈市
多賀城市

ジャスコ多賀城店
ジャスコ富谷店
ジャスコ利府店
マックスバリュ塩釜店
マックスバリュ多賀城鶴ヶ谷店

イオンリテール（株）

塩竈市ウジエスーパー塩釜店（株）ウジエスーパー

利府町グリーンマート利府青山店カメイ（株）

富谷町
多賀城市
塩竈市
　〃
大和町
多賀城市
　〃
松島町
利府町

みやぎ生協明石台店
みやぎ生協大代店
みやぎ生協塩釜栄町店
みやぎ生協塩釜杉の入店
みやぎ生協大富店
みやぎ生協高砂店
みやぎ生協多賀城店
みやぎ生協松島店
みやぎ生協利府店

みやぎ生活協同組合

七ヶ浜町
多賀城市
富谷町
大和町

ヤマザワ汐見台店
ヤマザワ多賀城店
ヤマザワ富谷成田店
ヤマザワ吉岡店

（株）ヤマザワ

塩竈市
大和町
多賀城市
利府町
　〃

ヨークベニマル塩釜店
ヨークベニマル大和吉岡店
ヨークベニマル多賀城店
ヨークベニマル利府店
ヨークベニマル利府野中店

（株）ヨークベニマル

２．マイバックを持参した顧客に対するキャッシュバックによる取組を

　　実施する小売業者 

所　在　地店　舗　名小売業者名

七ヶ浜町
大和町
多賀城市
富谷町

西友汐見台店
西友新吉岡店
西友多賀城桜木店
西友富谷店

（株）西友※１

３．マイバックを持参した顧客に対するエコポイントの付与による取組

　　を実施する小売業者等

所　在　地店　舗　名小売業者名

多賀城市
七ヶ浜町

会員店舗
（協同組合多賀城スタ
ンプ会会員 82店舗）

多賀城・七ヶ浜商工会

※取組内容：マイバックを持参した顧客への２円のインセンティブ（キャッシュバック）等

※取組内容：レジ袋を断った際のエコポイントの付与

●問い合わせ　総務課環境防災班　�（354）5782
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◆徴収方法のイメージ図

○新たに特別徴収になる方（平成２１年度は対象となる方全員）

割　　合徴収税額
普通徴収の期割
年金支給月

期　　別徴収方法

年税額の 2分の１
年税額の４分の１  1 期（普通徴収）

上半期普通徴収
年税額の４分の１  2 期（普通徴収）

年税額の 2分の１

年税額の 6分の１10 月（年金支給月）

下半期特別徴収 年税額の 6分の１12 月（年金支給月）

年税額の 6分の１  2 月（年金支給月）

※年度前半（上半期）においては、年税額の４分の１ずつを普通徴収（納付書又は口座振替）で６月と８月に納付していただ

　き、年度後半（下半期）においては、年税額から普通徴収した額を差し引いた額を、１０月、１２月、２月分の年金受給額か

　ら特別徴収により納付していただきます。

○継続して特別徴収で納める方（特別徴収の２年目以降）

徴　　収　　税　　額年金支給月期　　別

前年度の下半期で特別徴収させていただいた税額の３分の１  4 月
上半期

（仮徴収）
前年度の下半期で特別徴収させていただいた税額の３分の１  6 月

前年度の下半期で特別徴収させていただいた税額の３分の１  8 月

年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１　　　　10月
下半期

（本徴収）
年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１　　　　12月

年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１　　　　  2 月

※上半期（４月、６月、８月分）においては、前年度の下半期の特別徴収額の３分の１ずつを仮徴収し、下半期（１０月、１２

　月、２月分）においては、その年の年税額から仮徴収した額を差し引いた額の３分の１ずつを年金支給月ごとに年金受給額

　から本徴収します。

◆年金特別徴収のモデルケース（年税額 60,000 円の場合）

◆問い合わせ　財務課税務班　�（354）5703
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個人住民税の公的年金からの

特別徴収制度（天引き）が始まります
◆公的年金からの特別徴収制度とは

　　公的年金を受給されている方で、今まで納付書や口座振替でお支払いいただいていた公的年金にかかる個

　人住民税が、当該年金から天引きされるようになります。この仕組みを「個人住民税の公的年金からの特別徴

　収制度」といいます。（個人住民税を納付書や口座振替で納付する方法は普通徴収といいます。）

◆制度導入の経緯

　　今後の高齢化社会の進展に伴い、公的年金を受給する高齢者が増加することが予想されます。そこで高齢

　者である公的年金受給者の納税の便宜を図るとともに、市区町村における徴収の効率化を図る観点から、個人

　住民税の公的年金の特別徴収制度（公的年金からの天引き）を導入するものです。

◆実施時期

　　平成２１年１０月支給分から実施します。

◆制度の概要

　　（１）特別徴収対象者…６５歳以上の老齢基礎年金の受給者

　　　　  個人住民税の納税義務者のうち、前年中に公的年金の支払を受けた方で、当該年度の４月１日におい

　　　　  て、国民年金法に基づく老齢基礎年金等の支払を受けている６５歳以上の方となります。

　　　　  　ただし、次の場合等においては特別徴収の対象外となります。

　　　　  　�老齢基礎年金等の年額が１８万円未満の方

　　　　  　�特別徴収の税額が、老齢基礎年金の年額を超える方

　　　　  　�１月１日以後において引き続き松島町に住所を有していない方
 

　　（２）特別徴収の対象税額…年金所得分の所得割及び均等割

　　　　  公的年金等の所得に係る所得割額と均等割額となります。
 

　　（３）特別徴収の対象年金…老齢基礎年金等
 

　　（４）特別徴収の徴収方法

　　　　  �新たに特別徴収になった方（平成２１年度は対象となる方全員）

　　　　　  　年金所得分の所得割額及び均等割額の年税額の半額を、普通徴収（納付書や口座振替）の１期と

　　　　　  ２期で納めていただき、残りの半額を１０月、１２月、２月の年金受給額から特別徴収（天引き）で

　　　　　  納めていただきます。また、１０月、１２月、２月分で徴収された額の３分の１ずつを、翌年度の４月、

　　　　　  ６月、８月分の年金受給額から特別徴収（仮徴収といいます。）で納めていただきます。

　　　　  �継続して特別徴収で納める方（特別徴収の２年目以降）

　　　　　  　前年度の１０月、１２月、２月分に特別徴収で納めていただいた税額の３分の１ずつを、４月、６

　　　　　  月、８月分の年金受給額から特別徴収（前述の仮徴収）させていただき、その年度の年税額から仮

　　　　　  徴収させていただいた税額を差し引いた残額を１０月、１２月、翌年２月分の年金受給額からそれぞれ

　　　　　  特別徴収（本徴収といいます。）で納めていただきます。
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■申告相談の際の注意事項 

�農業・漁業・営業・不動産等の収入がある方は、収入・経費等の関係書類の整理、金額を計算したうえで申告してくださ

　い。（収入や経費の関係書類が整理されていない場合や金額の計算がされていない場合は、申告相談に係る時間が大幅に増

　え、他のお客様のご迷惑となりますので、受付をお断りする場合があります。）

　※収入・経費の整理方法は、町ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。また、ホームページをご覧になれな

　　い方は、役場税務班窓口に資料を用意しておりますのでご利用ください。

�医療費控除を受ける方は、あらかじめその合計額を計算のうえ、領収書を持参してください。

�社会保険料控除のための領収書（国民健康保険税・介護保険料・国民年金保険料・農業者年金保険料・任意継続保険等で

　平成２０年１月１日～１２月３１日までに支払ったもの）は必ずご持参願います。（国民年金保険料については、送付された

　控除証明書を必ず持参してください。） 

�寄附金控除を受ける方は、寄附した先から発行された領収書を必ず持参してください。

�関係書類の不備で所得額が確認できない場合は、受付できません。

�職員が申告相談会場に出向いているので、役場窓口での申告相談等はご遠慮願います。

　申告相談時に持参いただくもののチェック項目です。適宜ご利用ください。

【収入の種類に関わらず共通して必要なもの】

　□確定申告用紙（税務署より用紙が送付されている方。持参する際は白紙の状態で結構です。）

　□源泉徴収票（給与や年金収入がある方）

　□生命保険・地震（損害）保険の控除証明書、領収書（国年年金・国民健康保険税・介護保険等）

　□身体障害者手帳、精神保健障害者手帳、療育手帳等（本人又は扶養している方が該当する方）

　□申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳等）（還付申告をされる方）

　□医療費に係る領収書（医療費控除を受ける場合）（あらかじめ合計額を計算すること）

　□おむつ代について医療費控除を受ける方は、主治医等が発行する証明書（該当する方）

【農業所得者の方】

　□収入の種類に関わらず共通して必要なもの

　□農協取引年次集計表・農協取引年次集計表（品目毎）・平成 20年分農業所得に係る各種証明書（農協さんと取引がある方）

　□平成 20年中における収入状況がわかる書類（収入明細書等）（農協さんとの取引以外の分）

　□家事消費（自宅で消費したものや保有米等）の数量等がわかるもの

　□雑収入がわかるもの

　□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）

　　※経費の項目は町ホームページに掲載してあります。また、役場税務班窓口にも用意しております。

【漁業所得者の方】

　□収入の種類に関わらず共通して必要なもの

　□漁協さんと取引がある方はその書類

　□平成 20年中における収入状況がわかる書類（収入明細書等）（漁協さんとの取引以外の分）

　□家事消費（自宅で消費したものや個人的に販売したもの等）の数量等がわかるもの

　□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）

　　※経費の項目は町ホームページに掲載してあります。また、役場税務班窓口にも用意しております。

【営業所得者の方】

　□収入の種類に関わらず共通して必要なもの

　□平成 20年中における収入（売上）状況がわかる書類（収入明細書等）

　□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）

　　※経費の項目は町ホームページに掲載してあります。また、役場税務班窓口にも用意しております。

【不動産所得者の方】

　□収入の種類に関わらず共通して必要なもの

　□平成 20年中における収入（賃貸料）状況がわかる書類（収入明細書等）

　□経費がわかる書類（項目毎に整理し、その合計額をあらかじめ計算すること）

　　※経費の項目は町ホームページに掲載してあります。また、役場税務班窓口にも用意しております。

【給与・年金所得のみの方で確定申告をする方】

　□収入の種類に関わらず共通して必要なもの

【住宅借入金等特別控除を受ける方】

　□収入の種類に関わらず共通して必要なもの

　□所得の種類に関わらず共通して必要なもの

　□必要書類が多いことから、税務署への問い合わせ、又は町ホームページの閲覧、若しくは役場税務班窓口に用意してあ

　　る資料をご覧ください。

  ◆問い合わせ　財務課税務班　�（354）5703

 ■申告相談に持参するもののチェック項目
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■申告・相談時間

２　月

申告相談受付対象地区曜日受付日

漁業者（松島地区）・観光船業月2/１6

漁業者（磯崎地区）火2/17

松島地区（1・2・3・4・5・6） 
※夜間受付（全行政区対象）

水2/１8

松島地区（7・8・9・10・11・12・13）木2/19

手樽行政区の全地区金2/２0

手樽行政区の全地区月2/２3

磯崎地区（1・2・3・4・5）火2/２4

磯崎地区（6・7・8・9・10） 
※夜間受付（全行政区対象）

水2/２5

下竹谷行政区の全地区 
北小泉行政区の全地区

木2/２6

上竹谷行政区の全地区 
根廻行政区の全地区

金2/２7

３　月

申告相談受付対象地区曜日受付日

休日受付（全行政区対象）日3/1

幡谷行政区の全地区月3/2

幡谷行政区の全地区火3/3

本郷行政区の全地区 
※夜間受付（全行政区対象）

水3/4

本郷行政区の全地区木3/5

初原行政区の全地区 
桜渡戸行政区の全地区

金3/6

高城地区（西 1・2・高 1・2・3・新 3・
4・5）

月3/9

高城地区（中・割波・割波 2・光陽台・6・
新 6）

火3/10

高城地区（7・8・9・10） 
※夜間受付（全行政区対象）

水3/11

全行政区対象木3/12

全行政区対象金3/13

全行政区対象月3/16

通常受付日 

休日受付日

　午　前：９時から１１時まで

　午　後：１３時から１５時まで

受付期間の 

水　曜　日
　夜　間：１７時から１９時まで

3/17 以後、町での申告受付はできません。確定申告の場合は、

直接税務署へ申告となります。

※夜間の申告・相談について

夜間の申告・相談は、申告期間中の水曜日（2/18・2/25・

3/4・3/11）のみの受付です。
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　広報まつしま１月号でもお知らせしましたが、町では下記日程により松島町中央公民館を会場に「平成２１年度 町民税・県

民税申告相談」を行います。 

　なお、申告相談会場の混雑緩和のためにも、地区の割当日における申告相談と、あらかじめご持参いただく書類等の整理及

び計算のうえご来場いただきますようご協力をお願いいたします。 

　また、塩釜税務署でも、塩釜商工会議所を会場に確定申告書の作成アドバイスと受付を行いますので、ご利用ください。

■申告相談会場で申告相談ができる方

　平成２１年１月１日現在において、松島町に住所を有している方のみとなります。それ以外の方は、平成２１年１月１日現

在において住所を有している市区町村、又は所轄の税務署での申告となります。

■申告相談会場で申告相談ができるもの

　平成２０年中（平成２０年１月１日から１２月３１日まで）の確定申告及び住民税申告のみとなります。

それ以前の期間における申告相談は、税務署より許可を受けていないため、受付できません。（各自、塩釜税務署において申

告することとなります。）

　また、青色申告につきましても、税務署より許可を受けていないため受付できません。

■申告相談の際に持参していただくもの 

　�印鑑（シャチハタ系は除きます）

　�源泉徴収票（給与や年金収入がある方）  

　�支払調書（報酬や講師料等の収入がある方）

　�収入及び経費がわかる書類（収入明細書や領収書、帳簿類等）

　�所得控除に必要な各種証明書（生命保険、地震（損害）保険、社会保険料控除を受けるための証明書）

　�身体障害者手帳等（本人所持又は扶養している方所持）

　�還付申告をされる方は、申告者本人の口座番号と振込先が確認できるもの（通帳等）
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　在宅でご家族を介護している方を

対象に交流会を開催します。介護者

の方の慰労、また介護者同士の交流

を図るため、お食事会も予定してい

ます。お気軽にご参加ください。

●日時　２月２６日（木）午前１０時

　～午後１時３０分

●場所　パレス松洲

●対象　ご家族を介護している方

●定員　20 人

●内容　・歯科衛生士による講話

　・介護者同士の交流、情報交換

　・食事会

●参加料　　無料

　※定員になり次第、締め切ります。

●申込み・問い合わせ　社会福祉協

　議会　�（３５３）４２２４

介護者交流会の開催

●日時　2月 7日（土）

　正午～午後５時

●場所　アエル５階

●入場料　無料

●主催　（財）私立大学通信教育協会

●参加校　４０校

●対象　一般及び高校生

●内容　各大学、大学院、短期大学

　別の相談コーナーを設け、参加者

　は希望する大学の教職員から講義

　内容・学習方法・受講手続き等に

　ついて、直接相談を受ける。

●問い合わせ　（財）私立大学通信教

　育協会　�０３（３８１８）３８７０

大学通信教育合同入学説明会

●日時　３月１５日（日）

　午後１時～午後４時

●場所　多賀城市文化センター

●内容　寸劇、講演、シンポジウム

●定員　４５０人

●講師　浅野弘毅氏

●参加費　無料

●主催　ＮＰＯ法人宮城県認知症グ

　ループホーム協議会  �（２９２）２８１８

認知症になってもこのまちで暮らしたい
～みんなで支えるやさしいまちづくり～シンポジウム

●日時　３月１日（日）

　午前１０時～午後３時３０分

●場所　多賀城市文化センター

●入場料　大人 2,000 円、大学・専

　門 1,500 円、中高生 1,000 円、小

　人 800 円、託児 500 円

●内容　

　�講演　河合依子氏（いぶき劇団）

　�アトラクション　手話劇（全通

　研宮城支部てんびん座）、踊り（宮

　城県ろうあ協会女性部）、抽選会

●問い合わせ　（社）宮城県ろうあ協

　会　�（２９３）５５３１

第 44回耳の日記念手話まつり

　ＮＨＫ学園では、広域通信制高等

学校及び生涯学習通信講座の学生・

受講者を募集しています。まずは、

無料の案内書・願書をご請求くださ

い。

●募集内容　高等学校普通科（ＮＨ

　Ｋの放送を利用して３年で高校卒

　業資格取得）、生涯学習通信講座

　（趣味から資格まで全２００コース

　以上）

●募集期間　高等学校普通科：２月

　１日～４月２０日、生涯学習通信講

　座：通年申込受付

●問い合わせ　NHK学園

　� 042（572）3151（代表）

　案内書請求フリーダイヤル

　� 0120（06）8881

ＮＨＫ学園　平成２１年度

入学生・受講生募集中！

　松島の冬の風物詩「松島かき祭り」。

　ぷりぷりとしたおいしいかきをおなかいっぱい堪能できます。

長蛇の列ができる大人気のかき鍋・殻焼き試食コーナーのほか、炉端体験

コーナーや露店、特設ステージでのイベントなど１日中楽しめますので、

ぜひお出かけください。身が引き締まっていて、栄養たっぷりのかきで、

寒い冬を元気に乗り切りましょう。

●場所　松島海岸グリーン広場

　２月７日（土） 午前１０時～午後２時                  

◆開会式・豆まき　午前１０時　 

◆かき供養祭　午前１０時３０分～午前１１時 

　２月８日 ( 日）　午前９時～午後２時

●問い合わせ   松島かき祭り実行委員会事務局（松島観光協会内）　

　�（354）2618

第３１回松島かき祭り

▲ 新鮮な魚貝類をたっぷり食べられるか
    きまつり
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早寝・早起き・朝ごはん　　松島町食育推進計画�

マタニティ（保健福祉センターどんぐり）
２/２（月）、２/１６（月）、３/２（月）
母子健康手帳の交付　　9：30～ 11：00
（＊上記の日程で都合の悪い方は、事前にご連絡ください。
　�（３５５）０７０３)

　

乳幼児健診等（保健福祉センターどんぐり）
2/3（火）　ハイハイ赤ちゃんセミナー（H20.6 月～ 7月生）
　　　　　受付　9：30～ 9：45
2/3（火）　１歳６ヵ月児健診（H19.6 月～ 7月生）
　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
2/6（金）　３歳６ヵ月児健診（H17.7 月～ 8月生）
　　　　　受付　12：30 ～ 12：45
2/12（木）  1 歳児パクパク教室（H19.12 月～ H20.2 月生）
　　　　　受付　9：30～ 9：45
3/4（水）　２歳６ヵ月児歯科健診（H18.9 月～ 10 月生）
　　　　　受付　9：30～ 9：45
3/4（水）　２歳児むし歯予防教室（H19.2 月～ 3月生）
　　　　　受付　10：00 ～ 10：15
3/6（金）　3～ 4ヵ月児健診（H20.10月 10日～H20.12月 6日生）
　　　　　受付　12：30 ～ 12：45

予防接種（保健福祉センターどんぐり）
3/3（火）　 BCG接種　H20.10 月 14 日生～ 12月 3日生
　

健康相談（保健福祉センターどんぐり）
2/2（月）、2/10（火）　どんぐり保健室　  9：30 ～ 11：30
2/5（木）、2/18（水）　どんぐり保健室　13：30 ～ 14：30
血圧測定、尿検査、栄養相談、歯科相談等もできます。お気軽に
ご利用ください。
　

シルバー昼食会
2/4（水）、2/18（水）　あったか～い（公民館）
2/5（木）、2/19（木）　あったか～い（健康館）

「よく噛みなさい」という前に 噛める食事に工夫しましょう。
　軟らかいものばかり噛まないで食べていると、とくに成長期の子供たちの場合、歯がしっかり固定せずぐらぐらになり、歯並び

にも影響します。このことは、犬の実験でも証明されていて、犬に軟らかい餌ばかりを数ヵ月与えると、歯ぐきが弱ってきて、歯

はぐらぐらになってしまいます。ドッグフードは、このことを防ぐために、歯ごたえのある硬さに作ってあるといいます。子ども

たちの好きな食べものといえば、カレーライス・ハンバーグ・めん類など歯ごたえのないものが多く、食べものを多く噛ませるに

は、手間がかかっても肉や野菜などを少し大きめに切ったり、カリカリに炒めたベーコ

ンをふりかけたり、ピーナッツやレーズンを入れたり、粒のままのごまを入れたりと、

奥歯を使うようにちょっとした工夫や献立を考える必要が、現代食にはあるようです。

2/6（金）、2/20（金）　  あったか～い（品井沼）
2/10（火）、2/24（火）　あったか～い（どんぐり）
2/26（木）　　　　　　あったか～い（ひだまり）
　

健康づくり事業（保健福祉センターどんぐり）
2/13（金）　いちおし健康塾　　　　　　　　10：00 ～ 13：00
2/16（月）　ノルディックウォーキング教室　10：00 ～ 11：30
　

健康増進機器利用講習会
平日（１人３０分程度）　＊事前に予約が必要です。
�問い合わせ　� (３５５)０７０３（保健師、栄養士）
　

機能訓練事業（保健福祉センターどんぐり）
2/13（金） ぱいんの会　10：00 ～ 13：00

その他の事業（温水プール美遊）
2/25（水）　メタボリック改善教室（ヘルシークラブ）

電話相談
保健福祉センターどんぐりでは、電話による各種相談をお受けし
ています。
心配なときにご利用ください。ＦＡＸ相談もお受けしています。　
� (３５５)０６６６　（平日　８：３０～１７：００）
� (３５３)３７２２　（平日　８：３０～１７：００）
�健康に関するご相談は ･･･
　健康づくり（保健師・栄養士） � (３５５)０７０３
�育児・子どもの発育・発達の不安に関するご相談は ･･･
　子育て支援センター　　　　　 � (３５４)６８８８
�高齢者の介護・生活等に関するご相談は ･･･
　地域包括支援センター  � (３５４)６５２５

塩釜保健所での各種相談（予約制）
こころの相談　3/10（火）13：30 ～ 16：00
アルコール・薬物関連相談　2/6（金）14：30 ～ 17：00
ひきこもり・思春期こころの相談　2/18（水）13：30 ～ 16：30
＊事前に予約が必要です。

性感染症相談　平日（８：３０～１７：１５）
＊電話にて匿名で受け付け、無料で実施します。

H IV 抗体・クラミジア抗体検査　2/4（水）、18日（水）
　　　　　　　　　　　　　　   9：00 ～ 10：00
＊ H I V 抗体検査は電話予約により匿名で受け付け、原則として無料です。

骨髄バンク登録受付　2/4（水）、18日（水）
　　　　　　　　　　　　　　   10：00 ～ 11：00

�申込み、問い合わせ
　　塩釜保健所　母子・障害班　　� (３６３)５５０７
　　塩釜保健所　健康対策班　　� (３６３)５５０４
　　保健福祉センターどんぐり　� (３５５)０７０３（保健師）
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　　　伝統的な昔ながらの技術で
 　　　　　　　　　川村工ム店　川村　秀一さん

2009 2月号  No. 410
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　川村工ム店の川村秀一さんは、宮城県産木材を使い伝

統的な技術で昔ながらの建物造りに力を入れています。

　

＊宮城県青年技能者表彰を受賞＊

　宮大工を代々営んできた川村工ム店。そこで、大工とし

て働く父、繁敏さんの姿を見て育った秀一さんは、「伝統

的な技術に興味を持ち残していきたい」と志を立て、勤め

ていた建設会社を辞め、平成８年から父の営む工務店で働

いています。

　かんなが使えないという大工さんが増える中、秀一さん

は昔ながらの伝統的な技術を身につけたいと、技術を競う

大会などに出場。第２２、第２３、２４回と３年連続、全国青年

技能競技大会に宮城県代表として出場し、奨励賞を受賞し

ました。大会では、６時間以内に大工の技術が凝縮されて

いるという「四方転び踏み台」の原寸図を作成し、かんな

での仕上げまで行い、精度の良さを競い合います。秀一さ

んは参加者のレベルの高さを感じたそうですが、全国から

集まる仲間から地方によって異なる技法などの情報を得

ることができ、勉強になったそうです。

　また、１２月には積極的に技術の 研鑽 に努めている若者の
けんさん

技能者を表彰する宮城県青年技能者表彰を受賞しました。

　

＊後輩にも技術を伝えたい＊

　ただ組み立てるだけ、安ければいいというのではなく、

手を使って作る仕事を評価してくれるお客様に出会った

ときが嬉しいと話す秀一さんは、「大会に積極的に参加し、

技術の向上に努めていきたいですね。そして、後輩に技術

を伝え、昔ながらの伝統的な技術を残していきたい」と話

していました。

（H.２1 年1月１日現在：住民基本台帳）

（　）は前月比
男 7,636 人（－2）　   人口 15,736 人（－7）
女 8,100 人（－5）　   5,495 世帯（－3）

▲ 全国青年技能競技大会での川村さん
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▲ 煙突が銭湯であったことを物語っています
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